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生活構造論か ら考察 さ れ る生活情報 と生活情報史観 の 概念に つ い て

On　the　Conception　and 　the　Historical　View　about 　the　Information　on　Daily
Living　considered 　from　the　S加dy　concerning 　the　theories　of　Life−Strucむure

三石　博行
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　項

　シ ス テ ム 概念 は構造一機能一情報の 相補性 を前提 に して成立 して い るた め，生 活情報，生活 機能 ， 生活

構造の 三 つ の 概念 も相 勾二に関係 して い る と考え られ，生活情報の 概念 を， 過去に研究 された生活構造や

生活機能 の 概念 を前提に 点検す る必要が ある と判断 し た
。 古典派経済学の 理論を上 台に し て 形成 され た

社会学の
一

分野 で ある生活構造論は，社会シ ス テ ム論的な生活行為の 解釈 と共に発展 して い っ た が，機

能主義的シ ス テ ム 論で は，行為 を目的志向的に 定義 して い るた め，生活行為は意識的な もの に 限定 され

て い る 。 こ の 意識主義 の 限界を越え た生活構造の 概念を理 解す る た め に ， 吉田民人 の 生活空 間の 概念を

援用 し， 松原治郎の 定義 した三 つ の 生活行為の 概念を，無意識，環境性，身体性を含む生活世界に ま で

広 げる解釈 を試みた 。
こ の 解釈 に 基づ き，生活情報の 三 つ の パ タ

ー
ン ， 生 命を維持 す る生活行為 に よ っ

て 生 じ る
一
次生活情報，生活 をよ り髏か にす る行為に よ っ て 生 じ る 二 次生活情報と 自己 の ナ ル チ シ ズ ム

を充たす行為によ っ て 生 じる三 次生活情報に 分類 した
。 ま た ，

こ れ らの 生活情報の量 的関係 によ っ て ，

生活構造 の 歴史的形態や文化的社会的形態は決定されて い る。 三 つ の 生活情報の パ タ
ー

ン に よ っ て 歴史

的事 象が形成 され て い る事を，つ ま り情報 肚界と事象世界 の 相補的な 関係を，生活情報史観 として提案

す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hiroyuki　Mitsuishi
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　Abstract

　
「rhree　general　ideas ： もhe　InfOrmatiOn　on　Dai】｝r　−Livtng、七he　Function　Of 　Dai！y−LiVing，　and 　the　StruCtUre

of　Dai ！y −Living ； the　three　 are 　limi七ed 　by　 its　 cooperat ｛on ，　because　the　idea　of　the　System　is　 established

by　the　complementary 　structure −function．information．　The　idea　 of 　Informatiorl　Daily−Living　can 　be　thought

about 　on 　the　basis　of　the　idea　Life−Structure　 and 　t｝1e　Life−Furlction　studled 　already ．　In　order 　to　 establish

the　theory　of 　the　Infor皿 ation 　on 　Daily−Living，　we 　need 　to　study 　the　development　of 由e　theories　of　Life−

Structure．　 Interpreting　those　theories 　from　a　point　of　view 　ooncern 三ng 　the　system 　theory，　the　 Llfe− Acts

ean 　be　understood 　as　the　Life−System，　despite　its　interpre七ation 　of　functionalism　that　analyze 　an　act 　in　the

objective 　and 　purposeful　 cQmpartlnents ，　 In　 other 　 words 　the　Ltfe−Act　is　l洫 ited　in　the　 area 　 of　 conscious −

ness ，　 Therefore　we 　introduce　the　theory　 of 　Life−Space　 established 　bア Tamihito 　Yoshida．　 Because　of 　this

theorア，　 we 　 can 　 deve！op 　the　 three　 ideas　 about 七he　Life−Act　defined　 by　 Ziro　Matsubara　into　 the　 idea　 of 　 the

Life−World　corltainillg　unconsciousness ，　cu ］ture
，
　environment 　 and 　human 　body ，　Bused　 on 　our 　 research ，　 we

present　two 　theories，　first，　three 　patもems 　of　Information　on 　Daily−1、iving，　 secondly ，　Historical　View 　of 　the

Information　 on　Daily−Living　that　is　 concluded 　forrn　 a 　quantitative　reiationship 　among 　three　patterns，

’ 金蘭短期 大学
　〒 565・0873 大阪府 吹 田市 藤 白台5−25−1
　 TEL 　 O6−6872．0673
　E・malll 　h・m ・tsuish＠ kLnran．ac．jp

57

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformatlon −Culture 　 Soolety

は じめに

　高度情報化社会 で は情報 は過剰 にな る ため ， 個

人は生活の 必要に即 して 情報を選択す る処理能 力

が 問われ ， 社会に 於い て は多様化す る生活情報に

対す る危機管理体制が 問題 に な る。 そ の 課題を展

開す るた め に，生 活情報や社会情報 に つ い て理解

を深 めな けれ ばな らな い 、 近年，それ ら に 関 して

多 くの 研究 がな され て い る 。
こ こ で は ， 社会学 が

歴史的に 展開して きた生 活構造 の 概念を理 解 しな

が ら，生活情報の 社会学的概念を確立 す る こ とを

試み る 。 ま た ， そ の 意味で ，こ の 解釈は幌実 の 生

活情報 の 実態や現象 の 分析 に と っ て 有効な もの で

な けれ ばな らな い 。

1， 経済学的生活構造論の限界 とシ ス テ ム 論的生

　 活構造解釈の 形成

　 こ の 小論 で ，戦前か ら研究 されて きた莫大な生

活構造研究 の 歴史 を網羅す る こ とは不可能で あ る
。

こ こ で の 論 旨は生活情報概念 の 定義と人間社会学

的解釈で あ るた め ， 生活構造の 概念 を理解する為

に 必要な生活構造論学説 の 歴史的考察に 関して は，

渡部益男 1
や三 浦典子

2
らの 研究を援用す る。

　生活構造論 は，目本独 自の 社会学的研究分野 と

して 発展 した と評価され て い る 。 生活構造論の 学

説は，黎明期や形成期に於い て幾つ か の 科学的視

点を持 っ て 展開され て い る 。 例えばそ の 代表的な

もの を挙げ る と，森本厚吉 らの 生活向上 を課題 に

した 「生活文化論」 は社会学的立場，労働者階級

の 生 活防衛を課題に した風早八十二 の 社会政策論

や大河内
一

男の 国民生活研究 は経済学的立場 ， 篭

山京ら の 「労働力の 生理学的修復過程一 の 研究 3

は労働科学的立場 ， 今和次郎の 「牛活様式論一や

「生 活病理丿 は 文化人類学や民族学的立場 に， そ

れぞ れ立 っ て研究 され た生 活構造論で ある 。

　そ れ らの 社会学，経済学 ， 医学 ， 文化人類学等

の 研究 は，共 に交流 し合い ，学際的研究 と して 発

展 して きた 。 生 活構造論の 研究は，学際的研究の

方法論 で成立 し， 発展 した生 活科学の 姿 そ の もの

で あ る 。 黎明期 の 生 活構造論に 関す る研究は ，今

まで に 数多 く取 り組 まれ ， 生活構造 論の 科学的方

法に従 っ て ， そ の 科学性や理論の 根拠に 関す る分
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類や比較 も試み られ て い る が，生活構造論の 学際

的科学性 も見逃す こ とは 出来な い 。

　 生活構造論 は ， 当時の 社会が抱えて い た生活者

の 貧困問題 を研究 して い た ． 従 っ て ， 江 口英
一

ら

の 貧困層の 社会学的な生活構造研究 5
に 代表的 さ

れるよ うに ， 学際的な知識の 援用を受 けなが らも

経済学的立場を原則的に 取る こ と に な る 。 副 田義

也 は，労働力 の再生産過程や労働力商品の 再生産

過程の 構造を前提 に して ， 生活構造の 研究を進め

た 6
。

マ ル ク ス経済学理論 は，労働 力搾取 に よ る

貧困の 社会的現実 を分析 し， そ の 解決へ の 理 論的

指針を与え て い た の で ， 当時の生活構造論 は ，
マ

ル ク ス 経済学を応用 す る こ と に よ っ て 発展 した 。

古典派経済学理 論を根拠 と した生活構造が，そ の

時代の 主流 とな る 。

　 経済学 的視 点に 立つ 生活構造論 は，現 実 の 社会

現象 へ の 活用 を通 じて ， そ の 理 論的解釈の 限界に

た ど り着 く。 例えば，中鉢正美は過去 の 生活構造

の 影響を 現在 の 生活構造が 受けるた め に起 こ す履

胚 現象 7 を指摘 した 。生活構造 の 変化 は ， エ ン ゲ

ル 関数 の 変化 に 比 例せず ，そ れ らの 二 つ の 間に非

線形的な 関係が存在 して い る 。 そ の 現象を，生活

構造 の 変化 と生活経済の 変化 と の 差異 と中鉢正 美

は解釈 した 。 っ ま り， 経済学的視点か らの 解釈の

み で は ， 生 活構造を理解す る こ とが 出来な い 事実

を示 した 。

　科学理論 も時代や文化の 産物で ある 。 時代や文

化 は ， 自らを物語る科学理論を要求 する 。
こ の 二

つ の 公理 に 基づ い て ， 社会構造を分析する理論が，

そ の 研究対象で あ っ た社会構造に よ っ て 淘汰 され

る科学 パ ラ ダイ ム ロ ス ト現象を受け る こ とや ，新

しい 社会や 集団か ら再解釈 され る こ と ，
つ ま り科

学パ ラ ダ イ ム チ ェ ン ジされ る こ とを，認識論的 に

理解で き る 。 そ こ で 新た な社会構造は，そ の 構造

を物語る 科学理論を提案 し，自ら の 社会性を…
般

化 す る 。 しか し，それ ら は社会構造 自ら の 発展や

進化 の 結果 と して懐妊 した新 しい 現実 と呼ば れる

社会要 因に よ っ て ， そ の 社会構造の解釈 の 限界を ，

また 再び暴露 される 。
つ ま り，既成の 社会文化的

観念形態を根拠 に した科学理論 が，そ の 理論の 有

効性を問わ れ る こ と に な る 、， 古 い 理論 の 枠組み を

外 して姿を示 した新たな社会構造は ，そ の 理論 を
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根拠 に した研究者を，そ の 理論の 中で 破綻させ る。

　貧困化問題か ら解放 され つ つ あ っ た高度資本主

義社会は ，そ の 時代 に あ っ た生 活構造 の 解釈を要

求して い た 。 資本主義経済の 生産関係に生活貧困

の 原因を物語 る古典派経済学的分析 は そ の 有効性

を失い ，多様化す る市民生活の 生活構造を問題 に

する理論 が課題に な っ た。

　 例え ば，生活構造論の 中で 地域社会学的 な研究

が始 ま る 。 高度経済成長期を迎 え た 社会で は都市

生活 と農村生 活の 差別化 な ど の 生活 レ ベ ル の多様

化が生 じて い た こ とか ら， 1950年代後半か ら ， 農

村社会学や都市社会学な ど地域社会学的方法で 生

活構造 を捉え よ う とす る試みが な され た 。

　 また，社会心理 的な視点か らの 研究 も試 み られ

た 。 都市化 に と もな う新 し い 家族関係や人間関係

が 出現 した こ とに よ っ て ，生活構造 を，家族や集

団の 基礎 とな る人間関係の 構成や そ の 社会心理 の

構造か ら ， 生活主体 の 価値観 集団参加の 必要性

や欲望 に応 じた総合的 な集 団参与行為の パ タ
ー

ン

と して 捉え る試み が な され た
8

。

　 しか し ，
こ こ で 注 目した い 新 しい 生活構造論の

試み は ，1960年代の 社会 シ ス テ ム 論の 影響を受け ，

生活機能の 動態的分析 を試み た シ ス テ ム論 的な 生

活行為 の 解釈で あ る 。 松原治郎の 労働力の 消耗と

そ の 再生産 の 循環体系 の 概念 9，青井和 夫 の 生 活

行為者 とそ の 社会 ・経済的状況の 織 りなす 生活行

為の シ ス テ ム の概念
10

， そ して吉 田民人 の 生 活

主体と そ れ を規定す る 生 活環境に よ っ て構成され

る生活空聞の 概念
11

な どが ， そ の 代 表的 な研 究

として挙げ られ る 。

2，生活行為概念から生活空間概念 へ

　社会 シ ス テ ム論 の 影響を受けた生活構造論は，

パ ーソ ン ズ に影響され た青井和夫や松原治郎に よ っ

て 展開され る 。 生 活 とは ， 行為の 結果で な く行為

の 状態で あ ると彼 等は考え，生活 を生活行為の 動

態的な シ ス テ ム と して 解釈 し，目的志向的な人 間

行為 の 構成要素が ， 姥活構造を決定す る要因で あ

る と分析 した 。

　目的志向的行為は ，動機付 け，社会的規範の 制

約，欲求を充 たす た め の 手段 ， 行為の 目的達成 を

目指す 意思 の
， 四 つ の 要素に よ っ て成立 して い る

59

と解釈 した の で ，機能主義の言 う目的志 向的な生

活行為は ， 社会規範や価値 に添 っ て 与え られた一

定の 状況の 中で ，意識的に 目的を達 成す るた め に

行う活動を意味した。

　こ の行為 に 関す る解釈を基 に して ， 松原治郎は ，

生活行為 の 概念を三 つ の カテ ゴ リー
に分類 した 。

二 つ の カ テ ゴ リーの 第
一

点 目は，生 物 と して の 自

己保存 と同次元で あ る 「生 命を維持す る」 こ と ，

第二 点 目は，経済活動 と し て 「生 計 を維持 し，豊

か に 生 きる」 こ と ， 最後の 第三 点 目は ， 自己完結

の ため の 行為と して精神 的に 「豊か に生 きる」 こ

とで あ っ た 。

　生活構造論 学説 の歴史 的展開の 中で 議論 され，

批判 された概念が ， 松原治郎の シ ス テ ム 論的な解

釈 に 基づ く三 つ の 生活行為の 定義の 中に含まれて

い るこ と に 気付 く。 例え ば，貧困化問題の 解決を

筋提に 展開され た経済学的生活構造論は ， 衣食住

の 生活環境 を維持す る第一点 目の 生 活行為を 中心

に展開 され て い る 。 また地域社会学の 課題 に結 び

付 く生活構造論は，第 二点 目の よ り豊か な生活環

境を作 る生活行為の 分析 の 中で ， 課題され て い る。

そ して ，社会シ ス テ ム論 的解釈 で 取 り上 げ られた

生活主 体の 精神的な豊か さや生 きが い を課題 に し

た生活構造 論は，最後の 第三 点 目の 精神的な豊か

さを求 め る生活行為の 課題に繋が っ て い る 。

　 しか し， 松原治郎の シ ス テ ム 論的解釈か らは ，

生活情報の 全体構造 は見え て こ な い
。 何故な ら ，

彼等の 定義 し て い る第 三点 目の 生活行為 は，社会

的規範 の 範疇に 入 るもの に 限定 され て お り， 彼の

定義す る生 活行為は ， 常に社会常識 の 安全 圏に 留

ま り，そ こ か らはみ 出る不道徳行為，犯罪行為や

違法行為等は，そ の 中に 含ま れて い な い
。 そ の た

め ， 人 間行為 として の 生活の 解釈が
一

面化 され ，

生 活情報の 解釈 も狭義的な もの に な る 。

　社会や文化 シ ス テ ム の 中に は ， 暴力 ， 不道徳な

行為，ギ ャ ン ブ ル や売春行為な ど の よ うに，狂気

反理性，反道徳，反秩序の 行為も存在し，それ も，

社会制度の 中に組み込 まれ ， 社会 シ ス テ ム の 機能

を担 っ て い る 。 例 え ば ， 祭 りの よ うに社会が 自ら

そ の 中に反秩序状態を一時的 に作 り出 しまた取 り

込む こ と に よ っ て ， 逆に社会の 秩序を維持 しす る

たあ の 機能が あ る 。 社会シ ス テ ム は ，反社会的行
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為を系の 中で 機能 させ なが ら，シ ス テ ム 全体 の 安

定 を獲得 して い る 。

　 回的志 向的生活行為か らは，こ うした社会機能

や生活行為を分析す る こ とが 出来な い 。 勿論，後

期 パ ーソ ン ズ理論は こ の 問題に触れて い る の であ

るが
12

， 敢え て こ こ で は 機能主 義 の 意識 主義 的

分析 の 限界を指摘する．こ の 意識主義 へ の 批判か

ら， 文化 や社会身体の無意識構造か ら発する社会 ・

文化情報の 形態が P”5題 とな る 。

　松原治郎の 生活構造論的な 図式を越え る もの と

して ，吉田民入の 生活空間 の 定義が あ る 。 吉田民

人に よ る と ， 「生活空 間は
一方，主観 的 ＝ 状況的

で 相互 に移行 しあ う外界 ・セ ル フ ・エ ゴ の 3領域

に，他方，客観 的な
一

線を原則 と して 画す る こ と

の で き るパ ー
ソ ナ リテ ィ

・レ フ ァ レ ン シ ャ ル の 2

領域に 分化 し て い る 。
こ れ ら の 主観的， 客観的な

分析視角を統合 して ，生活空間の 基本的構造 を外

界 ・ 社会的 セ ル フ ・個人的セ ル フ の 3領域に 分 け

る こ ともで きる」。 こ の こ とか ら パ ーソ ナ リ テ ィ

は，気質的 つ ま り感情 的要因，能力的要 因， 力動

的要因， 認知 的要因の 4つ の 要 因群 か ら構成 され

る と考え られた
。

　吉田民人 の 視点は，こ れ ま で の 意識的領域に 留

ま る行為主体の 解釈を越えて い る 。 行為を欲求次

元か ら捉え る こ と に よ っ て ， フ ロ イ ト精神分析 の

力動 的要因を生活行為次元 の 解釈 に持ち込 む 。
つ

ま り， 行為を快感原則 と現実則の 両面か ら捉え る

こ と に よ っ て
， 生活空 間が ， 自我構造 と共通す る

項目で構成され て い る と解釈 で きる。生活空間に

も無意識の 領域が存在す る 。 こ の 生活空間 は，フ

ロ イ トの 定義す る 自我 の無意識構造を決定 して い

る文化構造で あ り， さ らに ア ル チ ュ セ
ー

ル や三木

清の 拡大解釈か ら ， 表象，言語，価値体系と して

構造化 されて い る社会文化的観念形態 ・ イデオ ロ

ギ
ー

と して語 る こ と もで きる 13 。

　吉田民人の 生活 空間の 概念を用い る と，生活行

動は生活空 間の 主体的環境で あ る内的世界 と生活

空間の 実在 的環境 であ る外的世界の 相互 の 統
一一・

的

関係 として解釈で き る 14
。 従 っ て ，生 活空 間は

松原治郎の 生 活機能構 造 の 概念よ りも多様 性 に

充 ち，意識主義的な限定を外れ，行為 の 文化性や

共同主観性 な どの 概念 とリ ン クす る こ とが で きる。
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新た に 展開され た人間社会学の視点，つ ま り心理

学，社会心理学，社会学，文化人類学，精神分析

な どを総動員 して ， 生活行為を分析す る こ とが 可

能 に なる 。

3，生活空間概念か ら生命 ・生活情報概念の形成

　 生活行為は，意識的に しろ無意識的に しろ ，生

物的 に しろ文化的に しろ，目的意識的に しろ盲目

的に しろ，志 向性 を持 つ 自己実現の ため の 行為で

あ る 。 意識的な主 体 の 自覚や 自己認識 は，生 活行

為の 結果 に よ っ て 生 じた もの で ある。文化的構造

や集団表象を課題に す る社会学の研究 は ， 生 活意

識 と呼 は れる 生活行為 の 結果を問題 に す る だ け で

は満足 しな い
， そ の 行為の 背景で あ る生活構造や

生活空間を分析 しな けれ ばな らな い 。

　 吉出民人 の 「生 活空間」の 概念は，行為主体 を

意識的な 目的志 向性を持つ 主体か ら解釈す る の で

な く， 行為 を生 み 出す世界か ら問題 にする 。 つ ま

り，生活空 間は ， 意識を取り巻 く無意識の 世界，

身体を構成す る生物 的環境 や生態環境，自我を構

造化 して い る精神的構造や言語 ・文化環境等 の 概

念 を前提 に して，成立 して い る 。

　例え ば，生命を維持す るため の 自己防衛的行為

や生物的な生 活条件 の確保 に関する活動は，遺伝

子情報 t 免疫情報，脳神経情報，言語情報， 文化

社会情報を生産 し，処理 す る身体；精神の 環境，

つ ま り生物的，言語的，文化 ・社会的 シ ス テ ム に

よ っ て作 り出され て い る 。 神経反射的，本能的 t

文化的，言語 的，精神的な情報機能に よ っ て ， 自

己保存の 行為は構成され て い る 。

　経済的な豊か さを求 め る行為は ， 秩序や社会的

常識と呼ばれ る現実則，理 性とか合理 的と呼ばれ

る経済性 を求め る効率則や，自我 の 理 想を現実 に

しよ う とす る 目的意識的精神活動 に よ っ て，生み

出され る 。 こ の 豊か な 生活条件を作り出す行為は，

社会シ ス テ ム へ の 投資活動 つ ま り社会資本 を生産

す る 活動や ，社会参加の 為の 準備 ・教育とよば れ

る自己投資的な行為か ら成 り立 つ
。 こ の 行為を基

に して 社会経済シ ス テ ム に 関す る情報が生み 出さ

れ る 。

　さ ら に，自己増殖的な欲望 の 精神活動や言語活

動 を基盤 に して，イ マ ゴ とか 「理 想の 自我」 へ の
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投資やナ ル チ シ ズ ム を充た そ うとす る 自我の 精神

活動な どの 無意識の 行為は ， 成立 して い る 。
こ れ

らの 行為は文化 に登録 さ れ た コ ー ドに よ っ て 引 き

起 こ される 。 そ の 意味で ， 自己 は文化的な存在形

態に 決定されて い る 。 しか し，他方 で，自己は文

化的存在形態の 再生産 と変革の た め に 生活行為 を

行 う。
つ ま り過剰な リビ ドーの 生命運動か ら，自

己を規定す る文化 ・ 自我の 構造 と文化 を再生 産す

る自我 の 行為 ・個人 の 社会的機能や役割か ら生 じ

るプ ロ ジ ェ や動機の 相互 の 関係づ けと して 欲望 と

呼ばれ る情報が作 り出され て い る。

　以上の 生活空間の 概念 に よ っ て ，文化的 ， 生態

的，生理 的 と呼ば れ る人間行為が ， 生活構造論 の

課題 に な り ， 環境，文化，生活，生命活動 から生

じる情報 も生活情報の 中に 含まれ る 。 また ， 高度

資本主義文化 ， 高度科学技術社会，高度情報化社

会の シ ス テ ム が生産す る多様で 豊富な生活情報の

様相 は ，
こ の 生活空間論か ら展開されて い る 生命 ・

生活情報の 概念に よ っ て ， 解釈可能とな る 。

4，三 つ の 生活情報 の パ ターン

　松原治郎の 生活行為 の 三 つ の 形態 モ デル を，吉

田民人 の 生活空間論か ら解釈す る こ と に よ っ て ，

異な る三 つ の 生 活情報 の 概念 を導き出す こ とが 可

能で ある 。

　まず，「生命を維持す る」生 活行為は ， 人 間生

命， 個体を保存す るための 活動で，生存 に最低限

必要な衣食住 に関す る行為で ある 。 さらに人間が

社会的存在で あ る とすれば，種族保 存の ため の 活

動，つ ま り家族，共同体 ， 社会集団 の 機能を維持

す る たあ の 活動も， 生命を維持す る生活行為に 中

に入 れる こ とがで きる 。 こ の 「生命を維持す る」

生活行為か ら生 じる情報を ，

一一・一
次生活情報 と定義

す る 。

　また，「生 計 を維持 し ， 豊か に生 き る」 行為 か

ら生 じる情報を，二次生活情報 と定義す る 。
こ の

生活情報は，時代や地理的に 多様化 して い る文化

や社会シ ス テ ム の 機能か ら生 じ，社会独自の階級 ・

身分制度 ， 法律 ， 社会制度， 流通，経済の 制度 を

維持する た め に，社会 シ ス テ ム が生 み出す もの で

あ る 。 社会機能を維持 し再生す るた め の 活動に 即

して発生する情報，例え ば ， 政治や経済活動 ， 行
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政サービス ，技能 ・ 技術伝達，法律や教育に関す

る情報が，二 次生活情報 と呼ば れ る 。

　 さ らに ， 「自己 の ナ ル チ シ ズ ム を充 た す」 生 活

行為か ら発す る情報を ， 三次生活情報と定義する。

例え ば ， 有り余 っ た 生活時間を消費す る た め の 活

動 ・ 余 暇を楽 しむ行為， レジ ャ
ー

， 文化 活動 な ど

社会秩序の 埒内の 行為等 ， また タブ ー
に触 れる行

為 ， 不道徳的行為，違法行為や 反社会的活動 も含

め て ，
一
般 に 生命活動の 過剰な エ ネル ギーの 消費

活動や ， ナ ル チシ ズ ム 的欲望を充た す ため の 商品

生産 ， 流通や販売の 行為等か ら生 じる情報を，三

次生活情報と考え た。

5，三 つ の生活情報の量 的関係 と文化形態

　原始社会に於い て も， 狩りや 食料保存の 方法 ，

家族関係や共同体の 維持の た め の慣 習や 規則に 関

する情報 ・知 識だ けで な く， 遊びや また宗教的儀

式な どの 情報もあ っ た よ う に， どの 時代で も，三

つ の 生 活情報は存在 して い た 。

　生活情報 は人間の 生命 ・生存行為によ っ て 生 じ

る もの で あ るた め ，人類 が発生 した と きか ら， 生

命を維持す るた め の
一
次生活情報，豊かに生 きる

た め の 二 次生活情報，自己の ナ ル チ シ ズ ム を充た

すたあ の 三 次生活情報の 三 つ の 生活情報の パ ター

ン は存在 して い た と考え られ る。

　 しか し，原始社会 ， 古代社会 ， 中世社会，近 代

社会や 現代社会と呼ばれ る 時代的な社会構造 の 区

分が存在す るよ うに，生産体制， 技術体系，経済

的体制 ， 政治的体制，生活環境や生 活構造は ，そ

の 時代 的な 特徴 を持ち ， 生活行為 も時代的に異 な

る様相を持つ た め，生活情報 の 形態 も時代的な違

い がある と考え られ る 。 そ こ で ， 三 つ の 生活情報

の パ ターン を基に して ， 原始社会，古代社会， 中

世社会，近代社会や現代社会の 生活行為や文化形

態 を述 べ て み る 。

　一
次生活情報 が生 活情報の 殆どを 占め る時代は，

生命を維持す るた め の 生活行為を中心に 生 活構造

や社会 シ ス テ ム が構築され て い る 。
こ の 時代 は，

自然 や野性動物か ら身を守 る たあ に ， また労働の

再生産過程 に 殆ど の 生活時間を人 々 は費や して い

る と想像される 。 また，そ の 社会で は労働力 の 再

生 産過程 は辛う じて 可能 とな り，新 し い 社会制度
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を構築 し， 生産 シ ス テ ムを増強す る余裕 は殆どな

い 。 こ の社会構造で は，原始時代に 観 られ る よ う

に ，非常に 長い 年月が経過 して も社会シ ス テ ム の

進歩 も人 口の 増加 も起 こ らな い
。 人 々 は生 存の 条

件を作 りだす こ と に 全精力 を費や して い る。

　 人 々 が 社会資本 と呼ばれる生活空間や 社会文化

シ ス テ ム を作 り出す余裕を持 ち始 め る時，二 次生

活情報が発生 し始め る 。 社会的分業 ， 生 産技術の

改良や社会制度の 変革に よ っ て 余剰生産物 ・富が

発生 し，そ れ らが商品と して 流通 し始め る。 よ り

生活 を豊 かにす るた め の 生活行為は ， 社会的分業

に よ っ て 可能 とな り， そ の 結果生 じる 余剰生産物

に よ っ て 商品経済 は さらに進展 して い く。 効率的

な生産体制か ら生 じる過剰に な っ た 鼠の生活時間 ・

労働時間は，生産道具の 改良や社会シ ス テ ム の 整

備などに 向け られ，生産行程 に 蓄積 され， さら に

剰余生産 を加速す る。 また ， 新た な生 産行程を担

うた め の 技能 の 開発や 伝承が必要 と され ， 教育機

関や行政機能の よ うな 社会資本を もつ 生活空間が

作 り出され る 。 蓄積 された社会資本は ， さ らに剰

余生産性を向 h させ
， よ り多 くの 二 次生活情報を

生み 出す 。 こ の 時代は，中世社会や近代祉会の よ

う に人 口 は 緩やか に増大 し， 社会 シ ス テ ム も巨大

化 して ゆ く。

　 高度科学技術社会で は ， 生産 シ ス テ ム が 合理化

され ， よ り少な い 労働時間で より多量 の生産が 可

能に な り，社会的必要労働時間は短縮 され，生活

時間に よ り多 くの 余暇が発生する。 こ こ で 言 う余

暇と は ，労働の 再生産過程に 必 要な 時間，つ まり

労働 の 回復過程 や休養の 時間や 生活 資材を確保す

る の 生 活時間で はない
。 余暇が発生する こ とによ っ

て，ナ ル チ シ ズ ム を満足 させ る活動が，社会的批

判や道 徳的制限を受け る こ とな く許 される こ とに

なる 。 精神的豊 か さや 自己満足的な行為，例 えば

テ レ ク ラ や生涯教育な ど の よ うな行為 の た め に 消

費され る生活時間が 増え，そ れ に伴 う三次生 活情

報が発生 す る 。 他方，三次生活情報は多様性 と個

性 を求め る商品 と して ， さ ら に増産 され る 。

6，生活情報史観の 概念

　三 つ の 生活情報 の パ タ
ー

ン か ら生活情報に よ っ

て 作り出されて い る生活環境の 時代性 を考察す る
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こ とを，生活情報史観 と呼ぶ こ と に す る
15 。

　 生活情報 の 歴史的形態 に関す る モ デ ル ・生活情

報史観か らみ る と ， 全 て の 時代や文 明は三 つ の 生

活情報の パ タ
ー

ン を要素に して 成立 して い る こ と

にな る 。 また ， 生活様式の 時代的変化は ， そ れ ら

三 つ の 生活情報 の パ タ ーン が時代 ごと に 示す量的

な優位関係に よ っ て 決定 されて い ると考え られる 。

言い 換え ると ， 歴史的な社会形 態は，それ ら の生

活情報量の 相互関係 に よ っ て 決定 され て い る 。

　 例えば ， 生活実態の 質的変化 をエ ン ゲル 関数 に

よ っ て 導 き出す こ とが で き る よ う に，生活構造や

生活様式の 時代や文化的形態を，三 つ の 生活情報

の 量的な優位関係 に よ っ て ， 解釈す る こ とが で き

る 。

　
…次生活情報が生活空間の 大半を占あ る時代，

つ ま り人類は 生命維持 の た め の 生活行為に そ の 殆

どの 生活時 間を費や して い る時代，また 二 次生活

情報が 生活空 間に 充た されは じめ る時代 ，
つ ま り

社会的分業が 発展 し，社会資本が蓄積 し，人 々 は

生 活の 豊か さを作 り出すた めに生活時間を費や す

こ とが 可能に な り， 技能 の 修得 や社会 シ ス テ ム の

構築の た め の 行為が 価値を持 つ 時代，さ ら に 三次

生活情報が生活空間で 重要な位置を獲得 しよ う と

す る時代，つ まり個人的欲望 を充たす た め の ト分

な生活時間が 確立 して い る 時代 と， そ れ ぞれ の 三

つ の 生活情報の 量的な優位関係か ら，社会や文化

の 形態の 進化を文明史の 中に位置付ける こ とが 出

来 る
。

　生活情報史観 は，文明形態を生活情報論か ら解

釈 した もの て ある 。 従 っ て ， 時代的に 変化す るそ

れ らの 三 つ の 生活情報 の 構成の 量 的な割合 の 背景

を，生活形態や様式の 質的変化を導 い た政治的体

制， 経済 シ ス テ ム や生産関係 の 質的発展 や，道具

や機械な ど生塵手段 や生活道具の 発展の 歴史を導

い た技術革命や 科学的パ ラ ダイ ム の 質的発展の 歴

史の 中に 見い 出す こ と も出来 る 。

　また，生活情報史観 に よ っ て ， 社会 シ ス テ ム や

家族 ・ 共同体の 変化に よ っ て 生 じる集団表象や社

会観念形態の 歴史的発展 を， さ ら に 情報世界か ら

解釈す る こ とが 叮能に な るだ ろ うL．
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お わ りに

　生活情報の 分析 は ， 高度に 進化す る情報社会や

文化の 在 り方を理解す るた め に必要な作業である。

こ の モ デ ル の 成立に よ っ て，今後問題に な る生活

情報の 危機管理 の ため の 研究が 進む こ とにな る。

具体的に は ， 阪神 ・ 淡路大震災時 の 生活情報 の 発

生 に つ い て 分析を進め る
16

。 今 後 は，実証 的な

研究方法に基づ い て ， 現実社会の 社会， 情報文化

の 現 象に 関 して ，
こ の 小論で 提案 した概念や モ デ

ル に つ い て の 検証 が必要 とな るだ ろ う。
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